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資料１



日本肝臓学会男女共同参画委員会

• 2009年設立
• 実態調査目的でアンケート調査
• 年１回男女共同参画をテーマに育児支援などメンターの講演など

• 目標
• 女性のキャリア支援

• 評議員の増加
• 座長への登用の促進活動を学会長に対して行った

• 女性理事誕生（選挙制度）
• 女性評議員・会員の意識統一

• 女性理事誕生 2014年
• 女性評議員枠の設定 2018年

• 女性会員1118名 2009年 2018年

女性会員 1,118(10.5%) 1,521(12.3%)

女性評議員 5(2.5%) 17(8.3%)
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全会員数 12,490名

西部会

6,699名

53.6%

東部会

5,791名

46.4%

男性

10,828名

86.7%

女性

1,662名

13.3%

0名
179名

883名

1,301名
1,459名1,487名

1,508名

1,447名

1,184名

732名

361名

159名 61名 41名 10名 1名 15名

4名
91名

247名

325名

315名 245名 190名

128名

63名

32名

12名

3名 3名 1名 0名 1名 2名

0名
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1,000名

1,200名

1,400名

1,600名

1,800名 年代別 男女別

男性 女性

(66%)

(34%)

(100%)

(78%)

(22%)

(20%)

(18%)

(80%)

(82%)

(14%)

(86%)

(11%)

(89%)

(8%)

(92%)

(5%)

(95%)

(4%)

(96%)

(3%)

(97%)

(98%)

（2%)
(5%)

(95%)

(2%)

(98%) (100%)

(50%)

(50%)

(12%)

(88%)
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性、年齢階級別にみた医療施設に従事する医師数

18,128名

44,523名

51,726名
57,179名

44,590名

24,308名

9,597名

20,355名

16,618名
10,107名

5,040名

2,588名

0名

10,000名

20,000名

30,000名

40,000名

50,000名

60,000名

70,000名

80,000名

29歳以下 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上

医療施設に従事する医師数

男 女

(34.6%)

(65.4％)

(68.6％)

(31.4％)

(24.3％)

(75.7％)

(15.0％)

(85.0％)

(10.2％)

(89.8％)

(90.4％)

(9.6％)

3



専門医数 6,687名（53.5％）

西部会

3,655名

54.7%

東部会

3,032名

45.3%

男性

5,996名

89.7%

女性

691名

10.3%

0名 118名

676名

974名

970名

936名 815名

678名

461名

231名

94名
32名 10名

1名
0名

0名

33名

146名

181名
112名

109名

55名

31名

15名

5名

2名

2名 0名

0名
0名

0名

200名

400名

600名

800名

1,000名

1,200名

1,400名 年代別 男女別

男性 女性

(22％)

(78％)

(18％)

(82％)

(16％)

(84％)

(10％)

(90％)

(10％)

(90％)

(6％)

(94％)

(4％)

(96％)

(3％)

(97％)
(2％)

(98％)
(98％)

(2％)

(6％)

(94％) (100％)
(100％)
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専門医数 科（領域）別

内科

5,668名

84.6%

放射線

11名

0.2%

小児科

34名

0.5%

外科

963名

14.4%

基礎系

12名

0.2%

その他

8名

0.1%

未確認

4名

0.06%

全体 6,700名

内科 放射線 小児科 外科
基礎系 その他 未確認

内科

5,012名

83.4%

放射線

10名

0.2% 小児科

25名

0.4%
外科

939名

15.6%

基礎系

12名

0.2%

その他

8名

0.1%

未確認

3名

0.05%

男性 6,009名 89.7％

内科 放射線 小児科 外科
基礎系 その他 未確認

内科

656名

94.9%

放射線

1名

0.1%

小児科

9名

1.3%

外科

24名

3.5

%

基礎系

0名

0%
その他

0名

0%

未確認

1名

0.14%

女性 691名 10.3％

内科 放射線 小児科 外科
基礎系 その他 未確認
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指導医数 900名（7.2％）

西部会

495名

55.0%

東部会

405名

45.0%

男性

853名

94.8%

女性

47名

5.2%

0名

34名

134名

177名

213名

161名

92名

30名
10名

1名 1名 0名

0名

4名

14名

11名

9名

5名

3名

1名

0名 0名 0名 0名

0名

50名

100名

150名

200名

250名

39以下 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79 80～84 85～89 90以上

年齢別 男女別

男性 女性

(89％)

(11％)

(9％)

(91％)

(94％)

(6％)

(4％)

(96％)

(3％)

(97％)

(97％)

(3％)

(97％)

(3％)

(100％) (100％) (100％)
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支部評議員数 884名（7.1％）

西部会

499名

56.4%

東部会

385名

43.6%

男性

824名

93.2%

女性

60名

6.8%

0名
22名

96名

152名

164名 193名 179名

18名
0名

0名

5名

16名

11名

11名

10名

6名

1名
0名

0名

50名

100名

150名

200名

250名

34以下 35～39 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70以上

年齢別 男女別

男性 女性

(81％)

(86％)

(14％)

(7％)

(93％)

(94％)

(6％)

(5％)

(95％)

(3％)

(97％)

(95％)

(5％)
(19％)
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学会評議員数 199人（1.6％）

西部会

105名

52.8%

東部会

94名

47.2%

男性

183名

92.0%

女性

16名

8.0%

0名

11名

32名

46名

54名

39名

1名

0名

0名

6名

3名

2名

2名

3名

0名

0名
0名

10名

20名

30名

40名

50名

60名

39以下 40～44 45～49 50～54 55～59 60～64 65～69 70以上

年齢別 男女別

男性 女性

(64.7％)

(35.3％)

(8.6％)

(91.4％)

(95.8％)

(4.2％)

(100％)

(96.4％)

(92.9％)

(7.1％)

(7.1％)
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学会評議員数 科（領域）別

内科

164名

82.0%

放射線

1名

0.5%

小児科

2名

1.0% 外科

25名

12.5%

基礎系

8名

4.0%

その他

0名

0%

全体 200名

内科 放射線 小児科
外科 基礎系 その他

内科

151名

82.1%

放射線

1名

0.5%

小児科

1名

0.5%

外科

25名

13.6%

基礎系

6名

3.3%

その他

0名

0%

男性 184名 92.0%

内科 放射線 小児科
外科 基礎系 その他

内科

13名

81.3%

放射線

0名

0%

小児科

1名

6.3%

外科

0名

0%

基礎系

2名

12.5%

その他

0名

0%

女性 16名 8.0％

内科 放射線 小児科
外科 基礎系 その他
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役員数 18名（0.1％）

西部会

8名

44.4%

東部会

10名

55.6%

男性 17名 94.4%

女性 1名 5.6%
全女性会員の0.06％
（全会員の0.01%）

全男性会員の0.16％
（全会員の0.14%） 0名

1名

7名 7名

2名

0名

0名

0名

0名 1名

0名

0名

0名

1名

2名

3名

4名

5名

6名

7名

8名

49以下 50～54 55～59 60～64 65～69 70以上

年齢別 男女別

男性 女性

(100％)

(100％)

(12％)

(88％)

(100％)
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内科学会と内科系13学会における女性会員の割合
（2012年度/2016年度）

（名越澄子他日本内科学会雑誌107巻 5月 2018年）
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（名越澄子他日本内科学会雑誌107巻 5月 2018年）

内科学会と内科系13学会における女性評議員の割合
（2012年度/2016年度）
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感
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老
年
医
学
学
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女
性
理
事
数

2012年 0 1 0 2 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0

2016年 0 2 1 1 1 1 2 0 1 1 0 1 0 0

全
理
事
数

2012年 19 20 16 30 20 18 20 30 25 20 20 19 15 20

2016年 19 20 16 30 20 18 20 33 25 20 20 19 18 20

（人数）

14学会における女性理事数（2012年度/2016年度）

（名越澄子他日本内科学会雑誌107巻 5月 2018年）
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症
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老
年
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学
学
会

専
門
医
数

女性
数
%

5,292
(20)

2,502
(12)

603
(10)

1,432
(11)

574
(24)

1,592
(29)

1,008
(22)

1,057
(17)

779
(20)

1,200
(22)

884
(23)

627
(13)

154
(11)

190
(13)

総数 26,698 20,913 6,184 13,628 2,365 5,518 4,493 6,218 3,816 5,581 3,847 4,784 1,363 1,448

会
員
医
師
数

女性
数
%

23,708
(22)

4,596
(14)

1,500
(12)

3,045
(13)

2,283
(33)

4,449
(28)

2,501
(25)

2,420
(19)

1,478
(23)

1,876
(23)

2,854
(27)

1,454
(15)

1,368
(15)

817
(16)

総数 110,113 33,983 12,038 24,227 6,921 15,719 9,972 12,414 6,430 8,115 10,460 9,556 9,032 5,242

14学会の専門医における女性の割合（2016年度）

（名越澄子他日本内科学会雑誌107巻 5月 2018年）
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日本肝臓学会
• 妊娠・出産などに伴う研修期間の休止を認める
• 疾病での休止については、原則として連続3年までは認める
• 短時間雇用の形態での研修については、研修年限を延長するなどの

運用を図り、研修修了を目指す
• 留学・病棟勤務のない大学院の期間においては、この間を専門研修と

してカウントしない
• 肝臓専門医研修プログラムを移動する場合は、研修施設間で協議し

研修カリキュラムの内容が過不足なく学べるように配慮し、研修カリ
キュラムの終了を目指す

1)疾病、妊娠・出産などに伴う研修期間の休止を認める。（これは現行）
（新しく追加として）疾病、妊娠・出産に伴う休止については、休止期間
が 6か月以内であれば、研修期間を延長する必要はないものとする。
但し、診断書などの証明する書類は必要とする。

2)（新しく追加として）短時間雇用の形態での研修については、按分計算
（1日 8時間、週 5日を基本単位とする）を行なうことによって、研修実績
に加算される。病院や指導医の印など勤務状態・条件等を証明する書類の
提出は必要とする。
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日本肝臓学会
• 妊娠・出産などに伴う研修期間の休止を認める
• 疾病での休止については、原則として連続3年までは認める
• 短時間雇用の形態での研修については、研修年限を延長するなどの

運用を図り、研修修了を目指す
• 留学・病棟勤務のない大学院の期間においては、この間を専門研修と

してカウントしない
• 肝臓専門医研修プログラムを移動する場合は、研修施設間で協議し

研修カリキュラムの内容が過不足なく学べるように配慮し、研修カリ
キュラムの終了を目指す

1)疾病、妊娠・出産などに伴う研修期間の休止を認める。（これは現行）
（新しく追加として）疾病、妊娠・出産に伴う休止については、休止期間
が 6か月以内であれば、研修期間を延長する必要はないものとする。
但し、診断書などの証明する書類は必要とする。

2)（新しく追加として）短時間雇用の形態での研修については、按分計算
（1日 8時間、週 5日を基本単位とする）を行なうことによって、研修実績
に加算される。病院や指導医の印など勤務状態・条件等を証明する書類の
提出は必要とする。

複数の乳幼児の養育が必要な場合は休止期間が延長する可能
性がある。長期間の休止が必要である場合は、肝臓学会専門
医制度審議会において当該専攻医からの申請を受け、研修の
休止期間や再開時期について審議を行う
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学会での男女共同参画支援 今後の企画案
• 学術支援（キャリア
アップ・継続）
• 学会総会レベルでの支援

• キャリアアップ継続のた
めの各種セミナー

• 専門医指導医の増加

• ライフイベント中の世代
支援（出産・育児）
• 若手医師の肝臓学への興味
を引き出す
• Meet the professor

• 肝臓学の初期教育
• ハンズオンセミナー
• 専門医セミナー

• 介護世代のキャリア継続
• Web教育
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